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研究成果の概要（和文）：ユーザインタフェースの使用性の向上を目指して、要求定義段階から使用性に関する
情報を含め、記述したドキュメントからユーザインタフェースを生成し、そのユーザインタフェースをユーザが
評価し、評価結果を反映してドキュメントを改良する、という一連の流れを支援し、また、改良して決定された
ドキュメントを評価済みドキュメントとして再利用し、未評価ドキュメントを評価する手法について支援する研
究を行った。本研究により、ソフトウェア開発の上流工程で使用性に関する要求の定義や評価ができるようにな
り、結果として、開発コストや労力の削減に貢献することとなった。

研究成果の概要（英文）：To improve usability of user interfaces, I proposed a method to define 
usability requirements in requirements definition phase, generate user interfaces from the described
 documents, evaluate the generated user interfaces by users, and improve the documents based on the 
evaluation results. This method includes strategies to evaluate documents that are not evaluated and
 improved using the documents that are already evaluated and improved. This research enables to 
define and evaluate usability of user interfaces in requirements analysis phase of software 
development, and as the results, this research contributes reduction of development costs and 
burdens.

研究分野：ソフトウェア工学
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１．研究開始当初の背景 
ユーザインタフェース(User Interface, UI)
は、ソフトウェアの使用性に密接に関連する。
使用性には、使いやすさを表すユーザビリテ
ィや、障害者・高齢者の利用を可能にするた
めのアクセシビリティなどがあり、その重要
性は広く認知されている。また近年、従来の
PC や Web でのインタフェースだけでなく、
スマートフォンやタブレット PCなど、ユー
ザがソフトウェアを利用する環境は多種多
様になっており、使用性の向上はますます重
要性を増している。 
使用性を向上させるためには、プロトタイプ
や実物などの形で UI を作成し、それをユー
ザビリティの専門家が経験則などに基づい
て評価したり、ユーザ自身が試用して評価し
改良をする、という手法が多い。また、ガイ
ドラインに基づいて UI を開発・評価する手
法も提案されている。しかしこれらは、主と
して下流工程で適用されることが多い。下流
工程で問題が発見されても、開発の手戻りの
原因になったり、問題の改善要求が、スケジ
ュールやコスト等の事情のために実現でき
ないこともある。 
 
２．研究の目的 
現状の問題点を解決するためには、要求定義
段階から使用性について評価を行い、問題点
をできるだけ解消した状態で、開発の次の段
階に進めていくことが望ましい。そこで本研
究では、要求定義段階で記述する、要求仕様
書やシナリオなどのドキュメントに使用性
に関する情報を含め、要求定義段階で使用性
の高い GUI(Graphical User Interface)の定
義を支援することを目指した。そのために、
ドキュメントから GUI を生成し、その GUI
をユーザ自身が評価し、評価結果を反映して
ドキュメントを改良する、という一連の流れ
を支援した。また、評価済みのドキュメント
を再利用したり、評価済みのドキュメントを
もとに未評価のドキュメントを評価するこ
とで、ドキュメント記述や使用性の評価の労
力やコストを軽減することも目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、以下のように進めた。 
まず、使用性に関する要素について、既存の
使用性の評価の手法で評価される要素や、各
種ガイドラインの項目などをもとに、必要な
要素を決定した。そしてそれらの要素を、扱
うべき開発段階ごとに分類した。 
次に、前の段階での決定事項に基づき、要求
定義段階のドキュメントの記述支援システ
ムを開発した。具体的には、要求定義段階で
定義・評価可能な使用性の要素を記述するた
めに適切なドキュメントの種類や書式を検
討し、記述を支援するシステムを開発した。 
さらに、ドキュメントを解析し、GUI として
実装すべき内容を抽出し、実装する方法を検
討した。 

そして、実装された GUI の使用性の評価支援
手法を検討し、この GUI の評価結果に基づい
て、ドキュメントを評価・改良する手法につ
いて検討した。あわせて、このようにして評
価・改良されたドキュメントを蓄積していく
ために、使用性に影響するユーザの特性やそ
の具体的な特性値、評価時の環境(アプリケ
ーションのプラットフォーム)など、データ
ベースとして登録すべき項目について決定
した。 
最後に、評価されていないドキュメント(未
評価ドキュメント)と評価済みドキュメント
を比較することにより、未評価ドキュメント
をもとに実装されるGUIの使用性の評価方法
を検討した。評価は、使用性の要素やユーザ
特性の値を考慮し、評点を計算し、評点を統
計的に処理することで行うこととした。 
 
４．研究成果 
GUI の使用性向上のための手法は、開発の下
流工程にて、ソフトウェアのプロトタイプや、
実際のソフトウェアを用いて適用されるこ
とが多い。しかし、上流工程である要求定義
段階のドキュメントをもとにGUIの使用性を
評価したり、ドキュメントを記述する研究は
ほとんどない。本手法はそれを実現した。こ
れにより、開発の下流工程で、使用性に関す
る要求が出され、手戻りの原因になる、ソフ
トウェアへの反映ができない、という状況が
軽減でき、開発のコストや労力の軽減につな
がり、また、必要な要求を確実に実現できる
ことから、顧客満足度の向上につながる。ま
た、従来の手法では、プロトタイプや開発済
みの GUI を用いて、人手により GUI が評価さ
れるため、コストや労力の面から、使用性を
評価できる機能が限られていた。本手法では、
評価の自動化を行ったため、あらゆる機能の
使用性の評価が可能となった。さらに、従来
の GUI の評価では、プロトタイプや実物の構
築、ユーザによるその評価に大きなコストや
労力がかかる。本手法では、要求定義段階の
ドキュメントをもとにしたGUIの実装方法を
提案した。これにより、プロトタイプや実物
の構築およびユーザによるその評価という、
使用性の評価において大きなコストと労力
を必要とする手順の削減ができた。 
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